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保育・子育て支援実践から考える夜間保育施設の役割と課題

大　澤　亜　里

1 ．問題と目的

　保育所は、「保育を必要とする子どもの保育を
行い、その健全な心身の発達を図ることを目的と
する児童福祉施設」であり、その役割は「保育を
必要とする」子どもを保育することと、その子ど
もの保護者および地域の子育て家庭に対して支援
等 を 行 う こ と で あ る（ 保 育 所 保 育 指 針 解 説
2018：13,16）。特に子育て支援に関しては、「外
国籍家庭や外国にルーツをもつ家庭、ひとり親家
庭、貧困家庭」や「保護者に育児不安等が見られ
る場合」、さらに「子どもに障害や発達上の課題
が見られる場合」や「多胎児、低出生体重児、慢
性疾患のある子どもの場合」など、様々な困難や
ニーズを抱えている家庭に対して支援することが
保育所に求められている（保育所保育指針解説
2018：335-6）。
　このように保育所は現在、多様なニーズの受け
皿となっているが、本稿では夜間・深夜に保育を
必要とする子どもと保護者への支援を行っている
夜間保育施設に着目する。2012 年子育て世帯全
国調査をもとにした大石（2017）の報告によると、
末子が 0 ～ 5 歳の母子家庭の母親の内 14.8％が夜
間（18～22 時）に、10.2％が深夜（22～翌 5 時）
に働いているという。ここから夜間・深夜労働を
しながら乳幼児を育て、不安定な生活を送ってい
るひとり親が一定数いることが予想される。
　実際に全国夜間保育園連盟が実施した『全国夜
間保育園利用児（者）実態調査』（2019）の結果
をみると、利用者の内ひとり親家庭は 28.3% ─母
子家庭 26.5%、父子家庭 1.8％─と多く1）、またひ
とり親家庭の保育料の階層区分をみると、Ａ階層

（生活保護世帯）が 13.5％、Ｂ階層（非課税世帯）

が 52.9％と、貧困・低所得のひとり親家庭が多く
在籍している。また保育時間が 11 時間以上の長
時間利用者は全体の 42.4% ─ひとり親家庭では
49.5％─であり、特に 15 時間以上利用している
子どもの 85.0％がひとり親家庭である。さらに
22 時以降の深夜までの利用は全体の 25.1% ─ひ
とり親家庭では 39.2% ─であり、降園時間が遅く
なるにつれてひとり親家庭率が高くなり、24 時
以降に降園する子どもの 58.9% がひとり親家庭で
ある。加えて、夜間保育利用の中には、障害や特
別な支援を要する子ども、精神的に不安定な保護
者や育児能力に不安がある保護者、虐待（やその
おそれ）が疑われる家庭など、「気になる子ども」
や「心配な保護者」が多く在籍していることも指
摘されている（全国夜間保育園連盟 2019：38）。
　以上の結果から、ひとり親家庭のみならず、夜
間・深夜労働をしながら乳幼児を育てている家庭
に対して夜間保育施設が果たす役割は大きいと予
想されるが、現在、認可されている夜間保育所は
全国に 73 か所しか存在しない（2023 年 4 月 1 日
時点）。これに対し、夜間・深夜まで開所してい
るベビーホテルは 542 か所（2023 年 3 月 31 日現
在）と、認可外の夜間保育施設が多くの夜間・深
夜の保育ニーズの受け皿になっているといえる。
　認可夜間保育所に関しては、先に紹介した全国
夜間保育園連盟等による実態調査が、ベビーホテ
ル問題対策として 1981 年にモデル事業として開
始された創設期から現在に至るまで継続的に行わ
れている。また夜間保育の子どもへの影響につい
て調査した研究（安梅・呉 2000）の他、認可夜
間保育所の実践、保育者や保護者の思いについて
報告している先行研究もいくつかあり、それぞれ
に悩みや葛藤、難しさややりがい、喜びがあるこ
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とがわかる（櫻井編 2014，大江 2024b，2024c）。
そのなかで櫻井は、「より困難な生活状況にある
家庭のニーズに対応する」ことが、創設期から現
在に至るまで変わることのない夜間保育の役割で
あると強調する（櫻井編 2014：203）。一方で大
江は、「認可保育施設で夜間保育を受けることの
できない子どもの存在」（大江 2024b：30）が最
も大きな課題であると指摘する。つまり、「より
困難な生活状況にある家庭」のニーズに対応する
ことができていない現状があることを問題視して
いる。しかし、その受け皿となっているベビーホ
テルに関しては、立入調査の実施率が 67.2% で、
その内不適合となったのは 42.3%（2022 年度立入
調査結果）という数値からの議論に留まっており、
個々の保育施設の実践については踏み込んでいな
い。
　ベビーホテルに関する調査および研究について
は、1970 年代末にベビーホテルでの乳幼児死亡
事故が頻発し社会問題化したため、その保育の実
態を明らかにしようと 1980 年代に多数行われた

（堂本 1981，鈴木 1981，河嶋 1984 他）。その後
2000 年に発生したベビーホテルでの死亡事故を
きっかけに再び社会問題となり、認可夜間保育所
の創設を進めてきた研究者や実践家らによって

『ベビーホテル』（櫻井編 2001 年）という冊子が
出版された。近年は厚生労働省・こども家庭庁が
毎年報告している認可外保育施設の現況取りまと
め2）の他、Ａ県のベビーホテルの特徴やその利用
者の特徴と保育ニーズについて整理した研究があ
る（大西・大西 2017，2019）。この研究で大西は、
ベビーホテルは待機児童や 0・1・2 歳児の受け入
れの他、認可保育所では対応できない多様な保育
ニーズ─例えば夜間・深夜や休日の利用、一時保
育の利用、就労証明書が出ない職についているな
ど─に応えていることを明らかにしている。さら
に施設長へのインタビューを通して、様々な困難
を抱えた家族に対してベビーホテルがセーフティ
ネットとしての役割を果たしていると指摘してい
る（大西・大西 2017）。
　またベビーホテルではないが、前田（2023）は、

同一法人が運営している認可の夜間保育所と認可
外である企業主導型の夜間保育施設への聞き取り
から、認可外の企業主導型を利用している保護者
の中には、認可保育所を利用するにあたり必要な
就労証明書が出ない職についている、複雑な利用
申請ができない、そもそも申請の仕組みを知らな
い人たちがいるということを明らかにしている。
　以上、認可夜間保育所やベビーホテルを含む認
可外の夜間保育施設に関する先行研究から、夜間
保育には難しさや課題がありつつも様々な困難や
ニーズを抱えている家庭に対して重要な役割を
担っていること、また認可外の保育施設には何ら
かの理由や困難さから認可保育所を利用できない
家庭の子どもと保護者が在籍していることがわか
る。しかし、「認可保育施設で夜間保育を受ける
ことのできない子ども」の受け皿になっている認
可外の夜間保育施設では、どのような保育や子育
て支援が行われているのか、そこで働く保育者は
どのような葛藤や難しさを感じているのか、また
夜間保育を利用している子どもや保護者はどのよ
うに生活を送り、どのようなニーズをもっている
のかなど、把握できていないことが多い。
　そこで本稿では、認可夜間保育所および認可外
の夜間保育施設における保育や子育て支援の実際
とそこでの保育者の思い、また夜間保育を利用し
ている子どもと保護者の生活実態やニーズを明ら
かにし、夜間保育施設の役割と課題について検討
することを目的とする。

2 ．方法

（ 1）夜間保育施設の保育および子育て支援に関

するインタビュー調査

　本調査では、Ｚ市の認可および認可外の夜間保
育施設の代表者を対象とした①夜間保育施設の運
営および保育環境に関するアンケート調査（2023
年 10 月～11 月）と、同保育施設の職員を対象と
した②夜間保育施設の労働環境に関するアンケー
ト調査（2023 年 10 月～11 月）を通してインタ
ビュー協力者を募った。申し出のあった協力者に
調査の目的、内容、方法および倫理的配慮につい
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て説明し、最終的に同意が得られた 16 名の保育
者を対象に 2024 年 2 月から 3 月にかけて半構造
化インタビューを実施した。協力者が勤務する施
設の種別については、認可保育所 1 名、企業主導
型保育事業所 4 名、事業所内保育施設 10 名、そ
の他の認可外保育施設 1 名であった。主な調査内
容は 1 ）勤務する施設に関すること、 2 ）夜間利
用している保護者や子どもに関すること、 3 ）
日々の保育や子どもとの関わり、 4 ）日々の子育
て支援や保護者との関わりについてである。イン
タビューは協力者と 1 対 1 で行い、所要時間は 1
時間半から 2 時間程度であった。インタビュー内
容は承諾を得た上で IC レコーダーにて録音し、
逐語録を作成した。承諾が得られなかった場合は
インタビュー時のメモのみにとどめた。
　本稿では、認可外の夜間保育施設においても認
可夜間保育所と同じような難しさや課題があるの
ではないかという予想、また認可保育所だけでな
く認可外保育施設も、様々な困難やニーズを抱え
ている家庭に対して重要な役割を担っているので
はないかという予想に基づき、以下の二点に着目
して分析する。
　一点目は、先行研究において夜間保育の難しさ
の一つにあげられている子どもの生活リズムに着
目した保育・子育て支援である。それ故、今回の
分析対象は、夜間・深夜まで開園している認可保
育所（以下、Ａ園とする）と 24 時間登降園が可
能なその他の認可外保育施設（以下、Ｂ園とする）
に勤務する保育者へのインタビュー内容とし、夜
勤勤務の保護者を対象に夜間保育を行っている宿
泊型の保育施設に勤務する 14 名のインタビュー
内容ついては今回取り上げない。宿泊型の夜間保
育施設ではたいてい就寝時間と起床時間が決まっ
ており、夜間の睡眠を含む夕食から朝食までの生
活リズムは比較的整えやすいが、夜間・深夜に降
園することになる保育施設ではそれが難しい。し
たがって以上の 2 園を取り上げ、生活リズムを整
えるためにどのような実践をし、どのような難し
さを感じているのかをみていく。
　二点目は、支援を必要とする保護者への対応に

ついてである。保育所等における生活困難家庭へ
の支援について継続的に研究を行っている中谷ら
は、「園長や保育者が抱く生活困難家庭に対する

『支援の必要性の認識』が実際の支援に大きく関
与する」と指摘する（中谷編 2024：8 ）。ここか
ら保育者が支援を要する保護者をどのように認識
し、どのように実践しているのかを明らかにする
ことが、夜間保育所の役割といわれている「より
困難な生活状況にある家庭のニーズ」への対応に
ついて検討する上で重要であると考える。した
がって本稿では、Ａ園およびＢ園の保育者へのイ
ンタビュー内容から、どのような困難を抱えた保
護者が利用しているか、その保護者に対してどの
ように関わり支援しているのかをみていく。
（ 2）夜間保育施設利用者の生活およびニーズに

関するインタビュー調査

　本調査では、（ 1 ）で取り上げた認可夜間保育
所（Ａ園）およびその他の認可外保育施設（Ｂ園）
の施設長を通して、夜間利用することがある保護
者に依頼文書を配布し協力者を募った。申し出の
あった協力者に調査の目的、内容、方法および倫
理的配慮について説明し、最終的に同意が得られ
た 5 名を対象に 2024 年 10 月に半構造化インタ
ビューを実施した。協力者の内、Ａ園の利用者は
4 名、Ｂ園の利用者は 1 名であった。主な調査内
容は、 1 ）自身および家族に関すること、 2 ）夜間
保育施設の利用に関すること、 3 ）日頃の子育て
や生活、 4 ）仕事についてである。インタビュー
は協力者と 1 対 1 で行い、所要時間は 1 時間から
2 時間程度であった。インタビュー内容は承諾を
得た上で IC レコーダーにて録音し、逐語録を作
成した。
　『全国夜間保育園利用児（者）実態調査』や先
行研究から、保護者の職業や雇用形態、所得の他、
生活面や精神面で支援が必要な保護者がいること
がわかっているが、実際の生活については見えて
いない部分が多い。また浦川によると、ひとり親
家庭では所得と時間の両方の次元で貧困に陥りや
すく、ひとり親家庭で正規雇用の場合の時間貧困
率は 42.2% にもなるという（浦川 2024）。以上を
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踏まえ、本稿では保護者の仕事、家事、育児、余
暇といった生活実態について時間的側面から分析
し、夜間・深夜労働をしながら乳幼児を育ててい
る保護者のニーズを捉える。
（ 3）倫理的配慮

　以上の 2 つのインタビュー調査は、札幌大谷大
学・札幌大谷大学短期大学部研究倫理委員会の承
認を受けて実施している。インタビュー調査の前
には、改めて協力者に調査の目的、内容、方法に
ついて説明をした上で、同意の撤回、回答の拒否、
インタビュー途中の中断および中止が可能なこと
を伝えた。またインタビューで知り得たあらゆる
個人情報を守秘し、個人が特定されないようにし
て質的記述的分析を行うことを伝えた。
　本調査の協力施設および協力者の属性について
は、個人情報保護の観点から必要最低限の情報に
とどめる。特に保護者へのインタビュー調査につ
いては、どの協力者の発言かについては明記しな
い。
　以下、第 3 章では夜間保育施設における子ども
の生活リズムに着目した実践と、生活に困難を抱
えている保護者に対する支援、またそれぞれの実
践のなかで感じている難しさについてみていく。
続く第 4 章では保護者の仕事、家事、育児、余暇
といった生活実態とニーズについてみていく。最
後の第 5 章では本調査で明らかになったことを踏
まえて、夜間保育施設の役割と課題について考察
する。

3 ．夜間保育施設における保育・子育て支
援の実際とそこでの保育者の思い

（ 1）子どもの生活リズムの調整

1）認可夜間保育所における実践

　Ａ園では、生活リズムを整えるために、また集
団生活の中で様々な経験ができるようにするため
に、年齢別のクラス活動が始まる午前 9 時半まで
の登園を決まりとしている。一般的に保育所では
年齢別あるいは異年齢での様々な活動を通して、
友達や保育者と関わり、発達に必要な経験ができ
るよう工夫されている。保育所の目的である「健

全な心身の発達を図る」ことができるよう、Ａ園
でも集団での活動への参加を重視している。
　一方で、夜遅くに降園した子どもが翌朝 9 時半
に登園すると、家で保護者と過ごす時間がほとん
どない。Ａ園の保育者は、生活リズムを整え、集
団での活動を通して発達に必要な経験をすること
と、親子の時間を確保することとの間でジレンマ
を感じながら実践している。

　以下、語りの引用の中の（　）の記述は筆者に
よる補足説明や筆者からの問いかけである。

「昔はそれこそ 9 時半までをきっちりしないで、
もうちょっと遅く来るお子さんがいたりとかって
いうこともあったんですよね。でもそうすると
やっぱり、その集団での生活の中で身につくもの
が身についてなかったりとか、その生活リズムも
なんかちゃんとしてなかったり（中略）うちは年
齢別のクラスで活動しているっていうのもあるん
ですけど、経験不足っていうところが大きくなっ
てくるっていうこともあったりして、生活リズム
の確保ということも含めて 9 時半に来ていただ
く。だけど、例えば、お母さんは、仕事は昼から
でいいとかってなると、ここの時間を一緒にいた
方がいいんだろうか。保育園に来てもらった方が
いいんだろうかっていうところで、ちょっとジレ
ンマはある（中略）午後から保育園に来てってなっ
たら本当にじゃあ、ただご飯食べて寝るだけのた
めに保育園ってなったときに、やっぱりお友達と
の関係もなかなか育っていかないし、生活リズム
も本当に夜型になっちゃうしって。だけどお母さ
んと一緒にいる時間とかって考えると、そこはな
んかどうしたらいいんだろうなって思うことはあ
りますね。」

　この語りからもわかるように、 9 時半登園にし
て生活リズムを整え、集団活動に参加し様々な経
験をすることと、保護者と一緒にいる時間をつく
ることのどちらが子どもにとっていいのかについ
て保育者の思いは揺れ動いている。一方で、小学
校に上がってからの生活を見据えて、 4 歳児（年
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中）クラスになるとはっきりと生活リズムを整え
ることを重視するようになる。またその際には、
保護者の協力が必要であると考えていることがう
かがえる。

「なかなかそのライン（ 9 時半登園のこと）が守
られなくて、ちょっとずつ遅くなってくるってい
うのがあったりして、そうなってくると、保育園
の間はいいんですけども、やっぱり小学校ってい
う就学ってなると午前中ぼーっとしてたりとかっ
ていうことがあるので、そこはもうちょっとずつ
年齢に応じて、 4 歳児くらいからは本当に積極的
に、学校行く時間とか考えたら生活リズムをとい
うことは、ただ起きて学校に行けばいいんじゃな
くて、授業を受けられるような頭の中になってな
くちゃいけないので、そのことは折に触れてお母
さんたちにも伝えながらっていうところではあり
ますね。」

　夜間保育を利用している子どもたちは 18 時に
夕飯の給食を食べ、 0・1・2 歳児は 20 時に、 3
歳以上児は 20 時半に布団に入って保護者の迎え
を待つ。 3 歳以上児になると 21 時半くらいの迎
えであれば、寝つくことなく横になっているだけ
の子どももいるという。それから帰宅し入浴など
寝る準備をすると就寝するのは早くても 22 時半
くらいになるだろう。一方で、迎えの時間まで寝
て待った場合も、降園時に起きると目がさえてし
まい、帰宅してからの就寝時間が遅くなる子ども
もいるという。
　以下の語りにあるように、Ａ園の保育者はこの
夕方から夜の生活において、夕飯の時間が遅く
なってしまう 19 時降園の昼間保育と、夕飯は 18
時に食べられるが帰宅してからの就寝時間が遅く
なってしまう夜間保育のどちらの方が子どもの生
活リズムにとっていいのだろうかということにつ
いて悩みながら実践している。

「例えば（午後） 7 時ギリギリにいつもお迎えに
くるご家庭のことを考えると、そこから家に帰っ

てご飯を作って食べて、お風呂入って寝てってな
ると、よほど保育園にいて（午後） 6 時にご飯を
食べてっていう生活の方が生活リズムとしてはい
いのかなって思ったりもしますね。（中略）でも
結局（夜間保育だと）途中で 1 回起きてっていう
のがあるので、そのお子さんによってはそこから
ひと遊びしてとか、寝るの遅くてっていうお子さ
んもいたりはするのであれなんですけど。」

　Ａ園の保育者は、長年夜間保育に携わっている
が、それでも生活リズムを整える難しさを感じて
いる。また長時間保育は子どもの発達に影響がな
いという研究結果があるものの、肌感覚ではそん
なことはないのではという思いも抱いている。「子
どもの最善の利益を考えるんだったら、働き方が
変わらないとそこは難しい」との言葉に表現され
ているように、子どもの生活リズムを整え、保護
者と過ごす時間を確保できるような子育て世代の
働き方を社会に求めている。
2 ）認可外の夜間保育施設における実践

　Ｂ園では登園時間が決まっておらず、お昼に来
る子どももいれば、15 時くらいに来る子ども、
夕方に来る子どもなど家庭によって様々であると
いう。食事の時間も様々で、夕飯は大体 18 時に
食べるとのことであるが、早い子どもは 17 時に、
夕方登園してきた子どもは 19 時、20 時に食べ、
さらに遅い場合は 22 時半に食べる子どももいる
という。ご飯を食べないということがないように、
時間を決めずに、食べてきていなければ何時でも
食べさせるという対応をしている。したがって、
就寝時間も様々である。一応の目安として 20 時
に布団に入るとしているが、昼間に保護者と一緒
に寝ている子どもは夜中まで起きているという。
また保護者が自身の生活リズムに合わせることを
望んでいる場合には無理に寝かせず、夜中の迎え
まで起きて待っている。特に子どもの年齢が低け
れば低いほど保護者の生活リズムに合わせること
が多いという。
　夜型の生活リズムになることについて、Ｂ園の
保育者は子どもにとっていいと思っているわけで
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はないが、夜仕事をしている保護者が昼間寝てい
る間に子どもが家から出て行ってしまうのではな
いかという心配から、また保護者が昼間寝られな
くて疲れている様子から、ジレンマを感じながら
も、保護者が無理なく生活できること、子どもが
安全に過ごせることを優先してそれぞれの家庭に
応じて対応している様子がうかがえた。

「やっぱり子どもは夜寝た方がいいっていうのも
分かるんですけど、でも夜寝て昼起きてて一人で
家から出ていかないかなとか、お母さん寝ちゃう
んだったらっていう心配とかもあるので。やっぱ
り一番はお母さんお父さん無理なく過ごせること
が、安全が一番だと思うので。そこをちょっと優
先しながら少しずつ意識を変えてもらってとか。」

「最近全然寝てくれなくて私も寝れなくて、はぁ
…とかってなってるお母さんとかで、でも保育時
間ももう結構使っちゃってて大変なんですとかっ
て聞いて、なるべく保育園で起こしといてくださ
いとかって言われれば、なるべく起こして、なる
べくテンション高めに楽しんどいてもらってみた
いな。ちょっとハイになってもらってみたいな。
眠いって言ってれば、起きなさいとはならないで
すけど、眠いとならないための何かをしたりとか
はありますね。」

　小学校への就学が目前に迫ればＢ園の保育者も
積極的に夜型の生活リズムを調整していくとい
う。しかし、夜型から朝型の生活リズムへの調整
は急にできるものではないところに、また保護者
の協力が必要になるが、保護者の意識が変わらな
い場合に難しさを感じている。

「小学生は朝起きるのが確定してるので、私たち
ももう寝ますっていうのは、そこは強気にいける
というか。寝かさないでくださいが絶対ないので、
もう寝ますよっていう。（中略）夜型のリズムの
まま小学生にはちょっといけないので。」

「（朝型の生活リズムにしていくところで難しさを
感じることってありますか？）やっぱり保護者の

意識ですかね。学校行くようになったらなんとか
なるでしょってなってる方もいるので。そこも無
理にはできないかなとは思うんですけど、ただ急
に変えるっていうのは大変なんだよっていうのは
お伝えしながら。あともうそれこそ眠い子を無理
やり起こすのもかわいそうだし、かといって寝れ
ない子を寝かすのも大変だしっていうところです
かね。」

　Ｂ園には卒園間近まで夜型の生活リズムの子ど
ももいるようであるが、 3 、 4 歳になって子ども
自身が「友達と遊びたい」、保護者が「集団生活
の経験をさせたい」という気持ちになると、昼か
ら登園するようになり生活リズムが整ってくると
いう。また二重保育を利用している子どもは朝か
ら認可の保育所や幼稚園に通っているため、夜起
きているということはなく、Ｂ園が寝る場所に
なっているということである。
　Ｂ園の保育者もまた生活リズムを整える難しさ
を痛感している。特に 24 時間登園・降園が可能
な施設であるため、常に子どもの出入りがあるこ
とも園の生活リズムを作る難しさの要因といえ
る。生活リズムを整えるためには「昼も夜も預け
る以外に選択肢がないような気がする」と語って
いるように、保護者が夜間・深夜に働き昼間に睡
眠をとる家庭において、子どもが朝型の生活リズ
ムを身につけるためには、二重保育を利用してい
る子どものように、昼間保育と睡眠場所としての
夜間保育を併用することが一つの解決策といえよ
う。しかしそうするとＡ園の保育者が懸念してい
る保護者と過ごす時間は短くなるだろう。
（ 2）支援が必要な保護者への対応

1）認可夜間保育所における実践

　Ａ園では、近年、夜間保育を利用している保護
者に限らず、ひとり親家庭や精神的な病を抱えて
いる保護者など、生活に困難を抱える家庭が増え
ているという。Ａ園では月に一度の臨床発達心理
士の訪問の機会を活用したり、児童相談所や家庭
児童相談室と連携したりしながら支援をしている
というが、昼・夕の完全給食の提供、入浴、深夜
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までの保育など、日常的な生活の支援はＡ園が
担っている。園の支援があって、困難を抱える家
庭の生活が成り立っているということにＡ園の保
育者は意義を感じながらも、どこまで園が担うべ
きかについて悩んでいる。これまでの経験から、
園が何でもやることが必ずしも保護者にとってい
いわけではないという思いがある。

「お仕事と子育てと自分のこととっていうものの
バランスの取り方だったりとか、これはできない
のはしょうがないっていう諦めだったりとか、そ
こが結局子育てと仕事の両立が、夜間の保育園に
預けていることで、うまくできないままずっとお
母さんの成長がうまくできないままっていうとこ
ろもそのお母さんの性格とかによってはあるか
なーって。（中略）夜間利用していれば、これは
保育園に見ててもらって、その間にとか、なんか
そんな感じで、結局はなんか丸ごと保育園でって
いうところがあったりするのかな。（中略）生活
をっていうところで、そこが大変な方もやっぱり
どうしても多いので、そこが保育園の役割かなと
思ったりはするんですけども。でも、なんか子ど
ものここはちょっと見てほしいな気づいてほしい
なっていうところに（中略）気づけないのかなっ
ていうことがあったりっていう。」

　また昼間保育利用の困難を抱えている保護者に
対して、夜間保育を利用している保護者と同じよ
うな支援、つまり私用などによる夜間の預かりが
原則できないということに釈然としない思いを抱
いている。

「例えば昼の方でも一人で育てている方は何が
あっても（午後） 7 時まで迎えに来なくちゃいけ
ないし、例えば職場で忘年会があるとか、ちょっ
とお食事会があるっていっても、保育園に預ける
ことはできないけれども、夜で使っている方はそ
れができてしまう。（中略）忘年会があって、で
も私一人で育てているから見てくれる人がいない
から、この日は忘年会で遅くなります！みたいな

日があったりとか。そうなると保育園があって生
活が成り立っているっていう部分があっても、両
方のご家庭を見ていると、預かる方としては
ちょっともやもや。このお母さんも頑張っている
のにそこは見てあげられないのにって。」

　また仕事を頻繁に変えるひとり親家庭の保護者
に対しては、仕事と生活を安定させるために勤務
後の「勉強会を兼ねた食事会」の時間も保育し支
援するが、勤務時間かどうかで保育の必要性の有
無を判断する雰囲気が職員間にあると、共通理解
を図ることが難しいこともあるという。

「職員の中にはそんなこと言ったらみんな預けた
いよね、そもそもそれは勤務時間じゃないから違
うよねってなる。だけど結局、この方はしょっちゅ
う仕事を変えられる方なので、生活をまずはなん
とかって思うと、（中略）どこまでが本当にお仕
事かわからないけれども、（中略）話についてい
けないし辞めますってなるかなって思うと、まあ、
ちょっと預かろうかなみたいになる。」

　以上、様々な困難やニーズを抱える保護者への
対応においては、保護者が生活をやりくりしたり、
子どもの変化に気づいたりできるように支援して
いくことや、決められた時間外の保育ができない
こと、家庭に応じた保育の必要性について共通理
解を図ることに難しさがあるといえる。
2 ）認可外の夜間保育施設における実践

　Ｂ園には、頼れる人が誰もいないひとり親や保
育料を滞納する保護者が多くいるとのことであ
る。保育者の「身近なサポートが足りてないんだ
ろうなって思う分では、何か支援してあげたいな」
という言葉からも、生活に困難を抱えた家庭への
支援が、施設の役割であると感じていることがう
かがえる。一方で、認可外の保育施設は保護者か
らの保育料が運営するための大きな資金となるこ
とに加え、滞納が続くと保護者が保育施設に来な
くなり、支援を必要とする家庭に支援ができなく
なってしまう。そのためＢ園では保育料の滞納が
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続かないように、保護者に応じて分割払いや登園
日に 5,000 円ずつ支払うことを提案したり、給料
日に声をかけたり、支払いの計画を一緒に立てた
りするなど、試行錯誤しながら対応している。

「（保育料を滞納する人は）ずいぶんいらっしゃい
ます。 3 割、 4 割ぐらいはそうなんじゃないか
な。毎月必ず遅れる方とかもいらっしゃるので。
それでも毎月一定で払っていればまあまあまあっ
ていうところはあったりとか。今月ちょっとお金
なくてが、何ヶ月も続いたりとかっていう方もい
らっしゃるので。」

「（滞納している方にはどのように伝えているんで
すか？）基本的にはお支払い今月まだですけど、
いつお支払いできますか ? っていう感じで。忘れ
てましたって言って、車から財布持ってきますみ
たいな方もいらっしゃるので一応気軽な感じでは
先に声はかけるんですけど。厳しくってっていう
話を聞くと、じゃあいつまでにお支払いできます
か？とか。 2 分割にしますか？とか、 4 分割にし
ますか？とか。登園の都度 5,000 円ずつ払うとか、
なんかその、できること、お母さんがお支払いで
きそうなこと、ズルズルズルズル滞納が膨らんで
いくのはお互いのために避けなきゃいけないの
で、どうしたら払えるかっていう支払いの計画と
かを一緒に立てたりとかですね。お給料日がいつ
だからとかって聞けばその時にとか。」

　また、障害が疑われる保護者や外国籍で日本語
が通じない保護者も利用しているという。障害が
疑われる保護者には、お便りの内容や持ち物など、
保護者に応じて噛み砕いて説明したり確認したり
するという。

「お母さんの方にちょっとその障害があるんじゃ
ないかなっていうようなケースもよく見られるの
で、そういう時、お手紙を出しても全然何も理解
できない時とかは噛み砕いて伝えないといけな
かったりというのはあるので。そういう時は
ちょっと心配になるから、個別個別でこの間のお

手紙を読んだかなっていう話を、こうだよって前
の日とかに。さらに先週手紙出てるやつだけど明
日だよとかって言うのがあったりとかするかな。」

　保護者の中には、相談先から紹介されて認可保
育所に移るものの、園の方針や生活リズムが合わ
なくてＢ園に戻ってくる場合もあるという。

「保健師さんとかと話してなのかな、お母さんが
家計が苦しかったりするとなおさらですけど、認
可の保育園勧められて入ったんだけど、合わなく
て戻ってくるということはよくあるので（中略）
全然連れていけてないの、先生（子どもの保育を）
頼む！とかって、ちょっと寝る！とかもあるので。」

　このような保護者に対して、Ｂ園の保育者は「お
家に置き去りにだけはしないでねっていう感じな
ので、うちとしては。いつでも連れてきていいか
らって、いつでもやってるので。」と語っている。
　以上から、経済的に厳しく生活や子育てにより
困難を抱えている家庭が多く利用していることが
うかがえる。だからこそ、その家庭への支援が切
れてしまわないように、保護者が無理なく生活で
きることと子どもが安全に過ごせることを優先し
て、いつでも連れてきていいという姿勢で実践し
ている。

4 ．夜間保育を利用している家庭の生活実
態とニーズ

　個人情報保護の観点から、インタビュー協力者
─いずれも母親─ 5 名の基本属性について詳述し
ないが、 5 名中 4 名がひとり親、 5 名中 4 名が貧
困・低所得世帯、子どもは全員 4 歳未満、子ども
が 2 人いるのは 1 名だけで、他の 4 名は子どもが
1 人であった。
　以下では、夜間・深夜労働をしながら乳幼児を
育てている保護者の生活を、時間に着目しながら、
仕事、家事、育児、余暇の順にみていく。
（ 1）仕事の時間

　勤務時間が 14 時頃から 22 時頃までの場合もあ
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れば、夜 20 時から翌 3 時まで、また通常は 10 時
から 19 時までだが出張が週に 1 回程度あり、出
張の時は帰りが夜間から深夜になるという場合な
ど、夜間保育を利用している保護者の勤務時間は
様々である。また 5 名とも勤務時間外に残業や会
議や研修が入ることがあり、その時は家事時間が
取れなかったり疲れを感じたりしている保護者
や、その時の保育施設の利用に不便さを感じてい
る保護者がいる。

「会社内（の研修）だと 11 時からが多いんですけ
ど、（中略）本部の研修とかだったら 10 時から開
始とかがあるので、もうここは家事ができないみ
たいな。眠いみたいな。（中略）だから勉強した
いみたいな時は、ちょっと難しいです。行かなく
てもいいよって言ってくれるんですけど、行きた
いみたいな、行きたいから行くけど、きついみた
いな、葛藤。」

「仕方ないことだと思うんですけど、正直、私み
たいな働き方してるとやっぱり朝 8 時前に預けた
い時もあって、 7 時ぐらい。そこもやっぱり使え
ないのは正直ネックだなと。」

　Ａ園で夜間保育を利用している場合、朝は 8 時
以降しか利用できず、それより前の時間は預ける
ことができない。そのため早めに出勤しなければ
ならない時は、毎回遅刻となり、勤務先に申し訳
なく働きづらくなると語っている。また、夜間の
延長保育を利用する時、「それって勤務時間なん
ですか」と毎回保育者から聞かれることにストレ
スや気まずさを感じて預けづらいという保護者も
いた。
　以上から、通常の勤務時間外に仕事が入った場
合、家事などその他の生活時間が削られること、
また認可保育所では、決められた時間帯以外での
保育が利用できずに困ることや、延長保育の利用
のしづらさがあるということがわかる。
（ 2）家事の時間

　Ａ園を利用している場合、子どもは 9 時半に登
園するので、その後から出勤までの時間で家事を

するという保護者が多かった。ただ、家事にかか
る時間は様々で、 1 時間くらいで片づけてしまう
という場合もあれば、家事をしていたら出勤前の
4 時間があっという間に終わってしまうという場
合もあり、時間の使い方は人によってかなり違い
があることがわかった。家事に時間がかかる場合
は、自分自身の食事時間を削っていることがうか
がえる。

「（保育園に子どもを送って）その足で買い物して
帰ってきて、ご飯の作り置きとかをしたり、洗い
物とかもその時間に終わらせて洗濯もしてです
ね。本当になんか 4 時間もあるのにあっという間
に過ぎていって、何もできない。思ってるより何
もできなくて。掃除機かけて、やっぱり家の中の
ものを全部引っ張り出して登園するので、それを
片付けてるだけで、午前が終わって、昼ご飯を食
べるか食べないか悩むぐらいです。食べちゃった
らやっぱり 30 分取られちゃうし、その間何もで
きないから、食べなくてもいい、出勤してからな
んかおやつでも食べようかなみたいな。」

　子どもが登園してから自身の出勤までに時間が
ある場合は、比較的家事はスムーズにこなせるが、
勤務時間しか保育施設を利用していない場合は、
仕事が休みの日や、仕事に行くまであるいは仕事
が終わってからの時間、つまり子どもが家にいる
時間帯に家事をすることになる。子どもがいるな
かで家事をする場合は、時間が余計にかかったり、
中途半端になったりすることもあり、「片付けて
も片付けても出していくし…」という言葉からう
かがえるように、家事と育児を同時に行う大変さ
があるといえる。
（ 3）育児の時間と子どもの生活リズム

　今回の調査の協力者の子どもは全員１歳から３
歳であり常にケアを必要とする年齢である。した
がって、ここでは子どもと過ごす時間全て─寝て
いる時間は除く─を育児時間と捉える。
　Ａ園を利用している場合、起床してから登園す
る 9 時半までの時間と降園してから就寝するまで
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の時間が育児時間になる。降園時に目を覚まさな
いより低年齢の子どもの場合は朝の時間帯のみで
あるが、その分起床時間が早いため朝の 3 時間が
子どもと関わる時間となる。降園時に起きている
場合は、降園してから 2 ～ 4 時間と朝起きてから
登園するまでの約 1 時間が子どもと関わる時間と
なる。Ｂ園を利用している保護者は、子どもが起
床する朝 7 、8 時から登園する 20 時までと、降
園してから子どもが再び寝るまでが育児時間にな
る。
　Ａ園を利用し、朝 9 時半登園はしているものの、
帰宅してから子どもと過ごす時間がある場合─あ
えてつくっている場合もあれば、そうなってし
まっている場合もある─は、子どもの就寝時間は
23 時以降と遅くなる傾向がある。

「夜間の子って大体親といっぱい遊んで、家で満
足するまでいっぱい遊びたいっていう子が多いら
しくて、〇〇も 3 、4 時間遊んでから寝たい子だ
から、結構その後（午後）11 時とか夜中の 12 時
とか 1 時とかになるんですけど、どこまでも付き
合って、〇〇が寝てから私が寝るって決めてます
ね。」

　一方で、Ｂ園を利用し、子どもが就寝している
間だけ働いている場合、子どもは保育施設で 21
時くらいに寝て、降園時に一度起きるものの、帰
宅後はまたすぐに寝るため夜型の生活リズムには
なっていない。しかし、育児時間が長く、保護者
の睡眠時間や体を休める時間が少ないことがうか
がえる。
　以上から、育児時間＝子どもと過ごす時間が長
い場合、子どもの就寝時間が遅くなるか、あるい
は保護者の睡眠時間が少なくなるということがう
かがえる。夜間・深夜労働をしながら 1 日 24 時
間の中で、仕事、家事、育児の時間をやりくりす
る難しさがあるといえるだろう。
（ 4）余暇の時間

　Ａ園を利用している保護者のなかには、子ども
が登園してから出勤までの間に家事や身支度、通

院などのその他の用事を済ませて、時間が残った
時には映画を観たり、寝たり、好きなことができ
ると語っている保護者がいる。しかしひとりにな
る時間がないという保護者の方が多く、その場合
は子どもが夜寝ている間や昼寝をしている間の数
時間が唯一自分のために使える時間となる。子ど
もが寝ている側で過ごす自分の時間は、起こさな
いように静かにしたり、暗くしたりする必要があ
るため、リラックスできる時間とはいいがたい。
以下の語りからもわかるように、ひとりきりの余
暇時間と子どもが寝ている側で過ごす余暇時間と
では過ごし方が異なる。

「（子どもが登園してから）この 1 時間 2 時間、出
勤前に Netflix で子どもが観れないようなホラー
映画を観たり（中略）美容院行ってから出勤とか
できるんで。」

「この子が寝てる時、お昼寝とかはありますけど、
それこそ大きい物音立てたら起きちゃうし、起き
ちゃうなとか考えると、そんなにリラックスでき
る時間ではないかも。」

　また以下の語りからは、余暇時間を確保するた
めに自分自身の睡眠時間を削っている様子がうか
がえる。

「（夜に帰宅して部屋が）明るくなると起きやすい
気がします。なんかほんと起こすぐらいだったら、
何にもしなくていいみたいな感じです（笑）その
中で自分が本読んだり、テレビも見れないから、
携帯いじったりくらいですかね。やっぱりそこし
か自分の時間がないから、つい欲張って、リビン
グでうっかり寝落ちしてハッってなったりとかあ
りますね。」

　休日は、子どもと一緒にでかけてリフレッシュ
している保護者がいる一方で、仕事で疲れ切って
休日はほとんど出かけられないという保護者や、
ずっと子どもと一緒にいるため休日の方が疲れ
る、大変と感じている保護者もいる。
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　子どもの年齢が低いこともあり、子どもと一緒
にいる時間＝育児時間となるので、ひとりきりの
時間やリラックスできる時間はほとんどない保護
者が多い。十分な時間を確保できるわけではない
が、一週間のうち数時間を自分のための余暇時間
として確保することで何とか生活を送っていると
いう状況である。
（ 5）生活時間からみる保護者のニーズ

　 5 名とも仕事、家事、育児に多くの時間が充て
られ、睡眠時間やひとりで好きなことをして過ご
す時間など、日々の生活の中で自分自身のために
使う時間が十分に取れていないことが明らかと
なった。また、自分自身が体調不良になった時の
対応について、以下の語りにあるように 4 名が仕
事を休まないあるいは休めないと語っており、自
身の健康を犠牲にしながら生活をまわしている状
況がうかがえる。

「自分の体調で休んでたらもうキリないので、こ
の子も結構（体調）崩しやすいので、もう這って
でも行く」

「（収入がなくなると思ったら）もう怖くて休めな
い。それならもう薬飲んで気合でやっていくしか
ないなっていう。（中略）39 度以上にならないと
休まないです。解熱剤飲んで。」

　このように経済的にも時間的にも余裕がない生
活を送っている保護者の状況から、仕事の時間で
はなくても必要な時には保育施設を利用できるこ
と、つまり保護者の健康維持のために必要なリフ
レッシュのための保育の必要性を認めていくこ
と、そして保育料を気にすることなく保育施設を
利用できることが必要ではないだろうか。
　また今回の協力者の全員が、現在の子どもの生
活リズムや健康、子どもと一緒に過ごす時間につ
いて心配しており、小学校就学後に利用できる夜
間対応の学童保育がほとんどないことから、今後
の自身の職業や働き方を変えなければという思い
を抱いている。

「小学校入る前には、朝 7 時とかには起きなきゃ
いけないんで。今はもう 8 時半とかに起きてるん
ですよ、夜遅いので。生活を整えるために、もう
夜間はいつかはやめなきゃいけないなと。」

「やっぱ小学生までしか居られないからというと
ころで、今そこが一番悩んでます。」

　子育てをしている間は様々な面で制限があるこ
とは確かである。しかし育児を主に担っている母
親の、特にひとり親であればなおさら、職業選択
の自由が制限されることについて注目すべきだろ
う。夜間・深夜労働をしているひとり親が一定数
いるのであれば、それに対する支援、例えば夜間
保育や夜間対応の学童保育の場を整え、子どもが
安全に過ごし、保護者が安心して仕事に従事した
り、休養したりできるようにしていくことが必要
だといえるだろう。

5 ．夜間保育施設の役割と課題

　本調査を通して、子どもの生活リズムの調整は
認可夜間保育所、認可外夜間保育施設問わず難し
いことが確認できた。しかしその難しさの背景は
認可と認可外で異なり、認可では保護者と過ごす
時間の確保との間で、認可外では保護者の生活リ
ズムや睡眠時間の確保との間で葛藤が生じてい
る。いずれにしても、保護者が自分のための時間
を確保することができないほど時間的に余裕のな
い生活を送っていることが、子どもの生活リズム
の調整の難しさにつながっているといえる。保護
者に時間的な余裕が少しでもできるようにするた
めには、働き方の調整や保護者のリフレッシュの
ための保育の保障が必要であるといえる。しかし、
認可保育所においては一般的にリフレッシュのた
めの保育は認められていない。認可外保育施設で
は理由が何であれ保護者が必要とする時には保育
ができるが、その分の保育料がかかってしまう。
つまり既存の保育制度のなかではこのようなニー
ズに柔軟に対応する難しさがある。
　また、認可夜間保育所においても認可外の夜間
保育施設においても様々な困難やニーズを抱えて
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いる家庭への支援が行われていることが確認でき
た。特に認可外保育施設では保育者の「置き去り
にだけはしないでね」という言葉から、より困難
な生活状況にある家庭が多く在籍していることが
うかがえる。ひとり親家庭や貧困・低所得世帯な
どより困難な生活状況にある家庭には、子育て支
援のみならず生活全般に対する支援や、職業選択
や就業継続といった就労に関する支援も必要であ
る。認可保育所では、職員間で共通理解を図る難
しさや保育時間帯の縛りがあるなかで、葛藤しな
がらも様々なニーズに対応しながら実践してい
る。認可外保育施設では、より困難な生活状況に
ある家庭への支援が途切れないことと子どもが安
全に過ごせることを最も重視して実践している。
しかし、いずれも現場の保育者の努力によるとこ
ろが大きく、こうした保育者の保護者支援を支え
るための仕組みが必要であるといえる。
　認可であっても認可外であっても、夜間保育施
設が子どもの健全な心身の発達を図り、より困難
な生活状況にある家庭のニーズに応え支援すると
いう役割を果たせるよう、既存の保育制度を見直
し、子どもと保護者、そして支援する保育者の権
利を保障できるような制度へと拡充していくこと
が求められる。

　本研究は科学研究費補助金学術変革領域（A）
『貧困学の確立：分断を超えて』の「貧困による
子どもへの影響を緩和する夜間保育施設の役割と
可能性に関する研究」（23H04454）の成果の一部
である。本研究の調査および分析では札幌学院大
学人文学部の大澤真平氏と札幌大谷大学短期大学
部の山田千春氏に協力いただいた。

注
1 ）厚生労働省「平成 27 年地域児童福祉事業等調査

結果の概況」によると、保育園利用世帯の 11.2%

が母子家庭、0.7％が父子家庭とのことである。10

年以上前の調査結果であり、また地域によって差

があることが予想されるが、それでも夜間保育所

のひとり親家庭の在籍率は一般的な昼間保育所よ

りも高いといえよう。

2 ）認可外保育施設の施設数、入所児童数の状況や、

都道府県、指定都市、中核市、児童相談所設置市

が実施した指導監督の状況について取りまとめた

もので、厚生労働省・こども家庭庁の HP で公開

されている。
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